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16. 図 11のようにリヤバンパー下面中央のφ7.0 穴
　　に合わせてＪナット⑦を取付ける。 （１箇所）

図 11　 ※ＬＨ図示　左右共通作業

17. 図 12のようにリヤバンパー下面のφ10.0 穴に
　　合わせてグロメット⑤を取付ける。
　　（左右各１箇所）

18. 該当車両の修理書に従い、 リヤバンパーを車
　　両に復元する。
　　その際に車両クリップ （左右各１箇所） は復元
　　しない。
　　

図 12 ※ＬＨ図示　左右共通作業
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19. 図 13のようにリヤバンパー中央開口部に中心
　　を合わせてクッション⑨を貼り付ける。 （１箇所）
　　

図 13 ※ＬＨ図示　左右共通作業

図 14 ※ＬＨ図示　左右共通作業
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20. 図 14 のようにリヤバンパースポイラー①側面
　　裏側にスクエアヘッドボルト②を取付ける。
　　（左右各１箇所）
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3.　クリップナット③（左右各１箇所）、 タッピングスクリューＢ⑥（１箇所）、 タッピングスクリューＡ④（左右各１箇所）
　　を本締めする。

警告 両面テープは十分に圧着してください。 圧着が不十分な場合、 浮き ・ 剥がれ等の症状が発生し
脱落などの重大な不具合が発生する可能性があります。
両面テープ接着後、 24 時間以内は雨 ・ 洗車等で接着部に水が掛からないようにしてください。
接着力が低下し、 剥がれ ・ 脱落等が発生する可能性があります。

両面テープの接着力は安定するまで３～５時間程度必要です。
製品の取付け後は、 最低３時間程度、 強い振動や風圧 （車両の移動を含む） が、
掛からないようにオープンタイム （静止時間） お取りください。

アドバイス

リヤバンパースポイラー①

図 22 ※ＬＨ図示　左右共通作業 4.　図 22 のようにリヤバンパーサイドシールを復
　　元し、 下面をクリップ⑧（左右各１箇所）、 車
　　両クリップ （左右各１箇所）、 タッピングスク
　　リュー B⑥（左右各１箇所） を本締めして固定
　　する。

5.　取付け高さマーキング （左右各２箇所）、 クッ
　　ション⑨を剥がす。

クリップ⑧

車両クリップ ※再使用

タッピング
スクリューＢ⑥

■取付完了後の点検 ・ 注意事項

1. 製品全周にわたり、 浮き ・ 剥がれ等、 無いことを確認する。

2. 車両及びリヤバンパースポイラー廻りに傷が付いていないことを確認する。

3. 本取付けに伴い分解 ・ 脱着した部位により、 再設定 ・ 調整が必要となる場合があります。
　 該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、各部の点検・調整・設定を行ってください。

株式会社トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント
ＴＲＤ商品問い合わせ窓口
TEL:050-3161-2121

https://www.trdparts.jp/

リヤバンパースポイラー①

図 21 ※ＬＨ図示　左右共通作業

2.　図 21 のように取付け位置を確認して両面テープの離型紙を矢印の方向へ番号順に剥がしながら貼付け圧着
　　する。 （左右各５箇所）

両面テープの離型紙を指示した順に
剥がさなかった場合、 隙が発生する
おそれがあります。

注意 :

１
２

３

４

クッション⑨
※取外す

圧着の際は、 リヤバンパー裏側に手を入れて
表裏双方からテープ位置をしっかりと圧着して
ください。

圧着 圧着

リヤバンパー
スポイラー①

リヤバンパー

アドバイス
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